
本日も熊本労災病院のＨＰを訪れていただき感謝申し上げます。 

梅雨明け間近の大雨は今年も被害を及ぼしました。「何十年に一度」という形容

がありますが、もう毎年のことになりました。八代市内でも、まだ昨年の豪雨被害の

傷跡が癒えない皆様もおられ、あらためてお見舞いを申し上げます。時節柄、八代市

内の浸水ハザードマップを見返すと、球磨川が市内で氾濫すれば、病院周辺は 0.5

〜３ｍの浸水が想定されています。当院は災害拠点病院であり、ハード面でも強靱

に災害に備えることが必要です。昨年、会計監査院からのご指摘をうけて、５０ｃｍ

の止水板による自家発電装置を守る対策はしました。しかし、これにとどまらず、最

低限の診療維持に何が必須か、改築も見据えた検討が必要と思います。この季節、

雨漏りも各所で見られ、天井のシミや、廊下各所に置かれるバケツやタオルは、患者

様に本当に申し分けなく、補修を急ぎたいと思っております。古い建物ですが、せめて

少しでも快適に入院生活を送っていただけるように、これからも細かい点に気をつ

けていきたいと思います。 

 

自宅のベランダで、５月の初めから、土や鉢なども買って、ミニトマト「アイコ」を育

てています。３０cm 程のひょろっとした苗が、今や３枝に分かれて１ｍくらいになり、

各枝に２０個近い実が育ちました。赤くなったのを数個食べましたが、残念ながら、

固い皮と酸味は、売り物とは雲泥の差でした。農家のみなさんの労苦と工夫を痛感

します。思えば、いくら肥料や水に気をつけても一株で育てられる実の大きさや味に

は限界があるのでしょう。剪定や、摘心という、「間引く」措置が必要なことは勉強し

ていましたが、もったいないと、そのままに任せました。地域医療をトマトになぞらえ

ては不躾ですが、思わず、間引きと「集約化」を併せて考えてしまいました。背景人口

の減少、診療科により医師の減少や偏在など、集約化に向かう素地はすでに十分あ

ります。残念ながら都市部とそれ以外の格差も拡大し、医師の働き方改革が法治さ

れる期限も迫っています。国民皆保険とともに、地域の誰にとっても、身近にすべて

の医療機能があり、いつでも救急医療の恩恵に預かることができるような医療は最

善ですが、未来永劫維持できる環境はすでに壊れつつあります。ちいさくて酸っぱい

トマトを食べながら、では、ばっさり３本の枝を１本にしておけばよかったのか、花や

小さい実がついている枝を切り落とすことができたか、となると、そうはしなかった

自分がいます。肥料を吸い上げ、栄養を葉や幹に送る根幹は、地域医療では大学が



担い、熊本労災病院はそれを大部分熊本大学と一部産業医大、に依存しています。

研修医を育て、種として大学に戻す機能もこれまで維持発展させてきました。私は、

熊本県地域医療対策協議会の一委員でもあります。自院のハードを含めた環境改

善にも努め、他の医療機関とも連携してできるだけ末端にも大きな実がつく体制を

維持しつつも、今後現実になるかもしれない集約化も見据えた最善な地域医療環

境整備を考えていきたいと思います。 

 

コロナ禍の中、オリンピックが開催されます。前回は、私が新潟の小学校６年生の

ときに、地元で国体があり、その直後大きな地震があり、という時期でした。校区内

にあった国道７号線を、聖火ランナーが通っていき、その写真が卒業アルバムに１枚

載っています。白バイ先導で、一定のスピードで真剣に走っていたようです。地震から

４ヶ月後でまだ爪痕は大きかったと思いますが、おそらく普通にオリンピックは盛り

上がったのでしょう。家でも、地震でテレビがひっくり返った光景を覚えていますが、

オリンピックを見据えてテレビを買ったのだと思います。地震があろうが、みんなが

上を向いて一つだったそのときのオリンピックとはほど遠い今の雰囲気です。もちろ

んテレビでしか見ませんが、本番はどうなることでしょう。せめて今以上に感染が広

がらないことを祈るのみです。期待のワクチン接種は、当院でも、７月末から土日接

種を予定していましたが、八代市に配分されるワクチンが足らなくなって延期となり

ました。申し分けありません。これもオリンピックが無ければ政府ももう少し地に足

の着いた計画をたてることができたのではないかと推察します。皆様にはご心配の

ことと存じますが、次の御案内までもう少しお待ちください。ワクチンの見通しがつ

けば、必ず実行したいと思っております。 

 

COVID-19の中ではありますが、今年は、就労者にも休みが多い夏です。アメリカ

ザリガニが特定外来生物に指定されたというニュースがありました。子供の頃、ザリ

ガニをまず釣り、その身で食用ガエルを釣って料理屋さんに売って小遣いを稼いだ

記憶が残っています。せめて子供たちには、近場でも野山で自然に触れていただき、

少しでもそれが記憶に残る夏になってほしいと思います。そんな環境での感染リスク

はまずありませんから。 

 

 


